
投与スケジュール

1. 警告
1.1 本剤は、緊急時に十分対応できる医療施設において、がん化学療法に十分な知識・経験を持つ医師のもとで、本剤

の使用が適切と判断される症例についてのみ投与すること。また、治療開始に先立ち、患者又はその家族に本剤の
有効性及び危険性を十分説明し、同意を得てから投与すること。

1.2 間質性肺疾患があらわれ、死亡に至った症例も報告されているので、初期症状（息切れ、呼吸困難、咳嗽等）の確認
及び胸部X線検査の実施等、観察を十分に行うこと。また、異常が認められた場合には本剤の投与を中止し、副腎皮質
ホルモン剤の投与等の適切な処置を行うこと。［8.2、9.1.2、11.1.1参照］

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

調製と投与の方法
キイトルーダ®は、1回200mgを3週間間隔又は1回400mgを6週間間隔の2種類の投与スケ
ジュールにて、1回30分間かけて点滴静注します。
200mgか400mgかをご確認のうえ、薬液を調製してください。
※次ページに、調製方法と注意事項について掲載していますので、ご参照ください。

＊投与期間の詳細は、最新の電子添文をご確認ください。
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投与量の抜き取りと点滴バッグへの注入
必要量（4mL以内）をバイアルから抜き取り、日局生理食塩液または日局5%ブドウ糖
注射液の点滴バッグに注入してください。調製した薬液（希釈液）の最終濃度は1～
10mg/mLとしてください。
なお、バイアル中の残液は廃棄してください。
＊本剤は注射液吸引時の損失を考慮して、過量充填されています。なお、実充填量は106.25mg/4.25mLです。

混和
点滴バッグをゆっくり反転させて混和してください。
＊過度に振盪すると、半透明から白色のタンパク質性の粒子がみら
れることがあります。
不溶性異物が認められる場合は使用しないでください。 

1

2

2.  調製

●希釈液は凍結させないでください。
●本剤は保存料を含まないため無菌的に調製してください。
希釈液をすぐに使用せず保管する場合には、希釈から投与
終了までの時間※1を、25℃以下で12時間以内又は2～8℃
で7日以内としてください。

【調製した薬液（希釈液）における注意】
●希釈液を冷所保存した場合には、投与前に点滴バッグを常温
に戻してください。

3.  投与

●本剤の投与にあたっては、インラインフィルター（0.2～5μm）
を使用してください。

【投与に際する注意】
●同一の点滴ラインを使用して他の薬剤を併用同時投与しない
でください。

1.  投与（調製）の準備
バイアルの準備1 2 日局生理食塩液または

日局5%ブドウ糖注射液の準備
調製液におけるキイトルーダⓇの最終
濃度が１～10mg/mLとなる量をご準備
ください。

日局
5％ブドウ糖
注射液

日局
生理食塩液

●バイアルを振盪しないでください。
●バイアルを常温に戻す場合には、遮光で、25℃
以下で保管し、24時間以内に使用してください。

【調製前のバイアルの取り扱いにおける注意】
●粒子状物質や変色の有無を目視により
確認してください。 

●微粒子が認められる場合には、バイアル
を廃棄してください。 

詳細は最新の電子添文をご参照ください。

※1 希釈から投与終了までの時間は、無菌調製下での安定性試験の結果に
基づき設定しています。
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